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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

事
業
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【ゴールに対するR５までの達成度】 当初計画よりもパトロールの回数が増加し、構成資産候補の保存状況が
適切に把握されたことからA評価とした。　　〔　A  ・  B  ・  C　〕
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【課題】

【今後の取組】

令和６年度は世界遺産登録の審議が行われるため、県内外からの関心が高まり、来訪者の増加
が予想される。構成資産のパトロ－ルを更に充実させて保存管理に努める必要がある。

県・市・文化財保護指導委員が現地でパトロールの実施方法や時期について、詳細な打合せを
行って共通の認識を図り、構成資産の保存管理を更に充実させる。
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【R５年度計画】

各構成資産候補について、２回以上のパトロールを実施する。

文化財保護指導委員会議（年２回）などを通じて、情報提供に努める。

文化財保護指導委員会議（4月・10月）を開催し、研修及び情報共有の場を設けた。

【R５年度実績】

西三川砂金山で4回、相川鶴子金銀山で5回のパトロールを実施。

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

文化財保護指導員によるパトロール活動を通じて、構成資産の現状把握と必要な措置を講じて
保全を図ってきた。

令和元年以降、西三川砂金山で計12回、相川鶴子金銀山で計34回の巡視を行い、うち相川鶴子
金銀山については修繕等の対応が必要な事項を計６件報告した。（R5年度末までの実績）
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【事業目的】

新潟県文化財保護指導委員による国・県指定文化財等の定期的パトロールの実施により、文化
財の現状把握と保全を図る。

【事業内容】

佐渡市内に所在する国・県指定文化財等（建造物・記念物・埋蔵文化財包蔵地）の現状を把握
し、修繕等の早期対応を図るために、県が委嘱する文化財保護指導委員によるパトロール活動
を実施する。

年２回、文化財保護指導委員会議を開催し、指導委員へ文化財保護に関する情報提供等を行う。

【本計画終了時点のゴール】

文化財保護指導員による各構成資産候補を含む国・県指定文化財の年２回以上のパトロール事
業の継続
※本事業は、継続的に実施する性質のものであり、全体的なゴールは存在しない。

事業(施策)名 １１　文化財パトロール活動

県文化課

関連団体
佐渡市世界遺産推進課、佐渡市社会教育
課

事業実施期間 Ｈ28～R６

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画
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第3章　佐渡金銀山の保存管理
取組項目 構成資産の巡視・監視体制の強化
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